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 平成 25 年 2 月 7 日に実施いたしました本学一般入学試験（Ａ日程）におきまして、人文学部

4学科（人間科学科、臨床心理学科、英語英米文学科、こども発達学科）共通の「日本史」の問

題に出題ミスがあったことが判明いたしましたので、ここにご報告申し上げますとともに、受験

生並びに関係各位にお詫び申し上げます。 

 

１．出題ミスの内容 

平成 25 年 2 月 7 日に実施した本学一般入学試験（Ａ日程）の選択科目「日本史」試験にお

いて、以下の指摘が「全国入試問題研究会」からありました。 

 

【指摘された問題】 

【2】近世の政治・社会思想に関する次の文章と史料①～③を読んで、下の問いに答えよ。 

近世も半ばを過ぎると（ A ）や国学の発達の影響をうけて、社会のあり方を批判する思

想がめばえてきた。 

18 世紀半ばには封建社会を批判し、それを改めようとする意見があらわれた。とくに、八

戸の医者ア安藤昌益は『自然真営道』を著して、万人みずから耕作して生活する自然の世を

理想とし、武士が農民から収奪する社会や身分社会を否定した。 

大槻玄沢や宇田川元随など（ A ）者と交遊しイ海外事情にも通じたウ林子平は、『海国兵

談』を著して海岸防備を説いたが、エ幕政への批判とみられて弾圧された。 

 

問 1 文中の A～Dの（   ）に該当する語句(人名は氏名)を書け。 

 

【指摘された内容】 

本設問（ A ）の正解は 蘭学 となっています。しかし、林子平が交遊した蘭学者は宇田

川元随ではなく宇田川玄随です。教科書には、江戸時代後期に活躍した宇田川玄随、宇田川

玄真、宇田川榕庵など似た人名が登場するため、空欄の直前に架空の人名「宇田川元随」が

示されたことで混乱し、解答する上で支障が生じた受験生もいたものと思われます。（ A ）

に蘭学をあてはめて完成する文章は史実とは異なる記述になります。 

 

 



２．出題ミスへの対応及び受験者の合否再判定について 

関係者及び関係機関で確認・調査した結果、指摘のとおり出題ミスであったことが判明した

ため、2月 7日の「日本史」を受験した 35名に対し、【2】問 1の（ A ）を全員正解扱い

として不正解だった方に対しても正解者同様に 2点の加点措置を取りました。更にその上で、

改めて採点、合否判定を行ったところ、当初の合否判定に影響をおよぼすことがないことを

確認いたしました。 

 

３．出題ミスの原因と今後の対策 

今回出題ミスとなった原因は、問題作成者による問題点検時（印刷前）の校正ミスでありま

した。今後の対策としては、問題点検者は、常に複数体制でチェックすることを義務付け、

出題責任者会議を通して、全担当者に周知徹底することといたします。 

 

４．文部科学省への報告 

平成 25 年 10 月 29 日付で以上の件に関し、文書にて文部科学省高等教育局大学振興課へ報

告いたしました。 

 

以上 


